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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 87,867 ― 8,468 ― 9,046 ― 5,593 ―

20年3月期第2四半期 81,807 19.3 8,052 32.2 8,249 30.0 5,447 40.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 43.98 ―

20年3月期第2四半期 42.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 182,319 92,259 50.4 723.02
20年3月期 177,404 87,490 49.2 685.72

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  91,927百万円 20年3月期  87,223百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 7.00 ― 9.00 16.00
21年3月期 ― 8.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 8.00 16.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 178,000 2.1 14,700 △18.2 15,000 △16.6 9,200 △20.8 72.36

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注) 詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可
能性があります。詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  129,500,355株 20年3月期  129,500,355株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  2,355,753株 20年3月期  2,299,833株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  127,178,695株 20年3月期第2四半期  127,280,027株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 前年同期比は参考として記載しております。 

1. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 2 四半期累計期間におけるわが国経済は、景気下振れ懸念が強まるなか、設備投資や個人消費が鈍化する

など減速感が強まりました。海外においては、米国サブプライムローン問題の影響深刻化により、米国・欧州共

に景気後退色が鮮明となりました。 

このようななかで、私どもの業界は、国内では買い替えを背景に建設用クレーンの需要が総じて堅調に推移し、

海外ではエネルギー関連で引続き需要旺盛な北米市場に加え、欧州や中東市場が増加基調を維持しました。 

 

当社は、国内及び海外での建設用クレーンの堅調な需要を背景に、グループを挙げて増産と販売に注力し、『中

期経営計画（08-10）』の推進に取り組んでまいりました。販売面では、未だ供給不足が続くなか、仕向地配分に

配慮し、鋼材等原材料価格の高騰を受けて、引続き製品売価の改善に努めました。調達・生産面では、コストダ

ウンに取り組む一方で、不安定な調達環境かつ高負荷のなか、調達先・協力工場・当社工場のバランスをとりつ

つ増産を図りました。 

 

国内売上高は、建設用クレーンの売上は増加しましたが、需要後退を受けて車両搭載型クレーンや高所作業車

の売上が減少したため、416 億 8 千 5 百万円(前年同期比 92.8％)となりました。海外売上高は、欧州向けと北米

向けの建設用クレーンが大幅に増加し、461 億 8 千 2百万円(前年同期比 125.3％)となりました。この結果、総売

上高は 878 億 6 千 7 百万円(前年同期比 107.4％)となりました。なお、海外売上高比率は過去最高の 52.6％とな

りました。 

損益につきましては、原材料価格高騰に伴うコストアップならびに販売費及び一般管理費の増加がありました

が、増収効果により、経常利益は 90 億 4千 6 百万円(前年同期比 109.7％)、四半期純利益は 55 億 9 千 3 百万円(前

年同期比 102.7％)となりました。この結果、6 年連続の増収増益となり、売上・利益ともに過去最高となりまし

た。 

 

  ・事業別の状況 

建設用クレーン  

国内売上につきましては、不安定な調達環境に加えて、モデルチェンジ製品への移行による供給面での制

約がありましたが、前年同期に比べ増加し、217 億 9 千万円（前年同期比 108.6％）となりました。 

海外売上につきましては、欧州・北米・中東等への拡販により、前年同期に比べ大幅に増加し、374 億 8

千 9 百万円（前年同期比 131.9％）となりました。 

この結果、建設用クレーンの売上高は、前年同期に比べ大幅に増加し、592 億 8 千万円（前年同期比 122.3％）

となりました。 

 

車両搭載型クレーン 

トラック需要が引続き減少するなか、燃費や品質を一段と高めたモデルチェンジ製品を市場投入するなど

拡販に努めましたが、車両搭載型クレーンの売上高は、前年同期に比べ減少し、66 億 6 千 4百万円（前年同

期比 86.3％）となりました。 

 

高所作業車 

通信向け需要が昨年度前半でピークアウトし、レンタル向け需要は設備投資抑制により大幅に減少するな

か、拡販に努めた結果、シェアは向上しましたが、高所作業車の売上高は、前年同期に比べ減少し、61 億 3

千 9 百万円（前年同期比 90.0％）となりました。 

 

その他 

部品、修理、中古車等のその他の売上高は、品不足による中古車売上の減少により、157 億 8 千 3 百万円

（前年同期比 98.7％）となりました。 

 

なお、平成 20 年 4 月 1日付で、㈱ニューエラーの全株式を長野計器㈱に譲渡したため、当期より空気圧機

器事業及びその他事業は営んでおりません。 
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・所在地別の状況 

 

日本の売上高は、739 億 8 千 7 百万円（前年同期比 102.7％）となり、営業利益は 69 億 3 百万円（前年同期比

99.7％）となりました。 

ヨーロッパの売上高は、欧州子会社の売上増により、256 億 3 千 3百万円（前年同期比 125.4％）と大幅に増加

し、営業利益は 12 億 2 千 4 百万円（前年同期比 117.1％）となりました。 

その他の地域の売上高は、米国子会社やアジア子会社の売上増により、113億8千8百万円（前年同期比136.8％）   

と大幅に増加し、営業利益は 6億 5千 4百万円（前年同期比 118.6％）となりました。 

 

2. 連結財政状態に関する定性的情報 

・資産、負債及び純資産の状況 

（資産の状況） 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 49 億 1 千 4百万円増加し、1,823 億 1 千 9 百万円となりました。主な要

因は、売上債権が 50 億 7 千 2 百万円減少しましたが、増産に伴うたな卸資産の増加 69 億 8 千 4 百万円や設備

投資による有形固定資産の増加 15 億 9 百万円があったことによるものです。 

（負債の状況） 

負債は、前連結会計年度末に比べ 1億 4千 5 百万円増加し、900 億 6 千万円となりました。長期借入金が 18

億 9 千 9 百万円減少する一方で短期借入金が 18 億 2 千 8 百万円増加しましたので、全体としては小幅な動き

となりました。 

（純資産の状況） 

純資産は、四半期純利益55億 9千3百万円の計上により前連結会計年度末に比べ47億 6千8百万円増加し、

922 億 5 千 9百万円となりました。 

 

・キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期の現金及び現金同等物（以下資金という）の期末残高は、前連結会計年度末に比べ 6億 9 千 4 百

万円増加し、227 億 2 千 9百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間の営業活動によって得られた資金は 24 億 9千 5 百万円となりました。これは、減少要

因としてたな卸資産の増加 83 億 4 千 2 百万円や、法人税等の支払い 45 億 2千 9 百万円がありましたが、増加

要因として税金等調整前四半期純利益が 99 億 2 千万円となったことに加え、売上債権の減少 46 億 5 千 1 百万

円があったことなどによるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間の投資活動により使用された資金は 9 千 3 百万円となりました。これは主に、増加要

因として子会社株式売却による収入 26 億 2 千 1 百万円がありましたが、減少要因として有形固定資産の購入

27 億 9 千 5百万円を行ったことによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間の財務活動により使用された資金は 14 億 4千 2 百万円となりました。これは主に、配

当金の支払 11 億 4 千 4百万円を行ったことによるものです。 
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3. 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済見通しにつきましては、米国発の金融危機が世界経済に影響を与え、下振れ懸念が強まっており

ます。 

当社は、国内では建設用クレーンの買い替え需要、海外ではエネルギー関連向け需要を見込んでおりますが、

急速な円高の進展、製品売価の改善見通し、原材料価格高騰の影響等を勘案し、平成 20 年 5月 8 日発表の通期

業績予想を次のとおり変更することとしました。 

平成21年 3月期通期連結業績予想値の修正（平成20年 4月1日～平成21年 3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

180,000 

百万円

16,500

百万円

16,500

百万円 

10,100 

円銭

79.40

今回発表予想（Ｂ）  178,000 14,700 15,000 9,200 72.36

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △1,800 △1,500 △900 ―――

増減率（％） △1.1 △10.9 △9.1 △8.9 ―――

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
174,360 17,960 17,980 11,619 91.32

なお、通期業績見通しの 10～3 月為替レートは、90 円/米ドル、120 円/ユーロを前提としております。 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

（参考）平成21年 3月期通期個別業績予想値の修正（平成20年 4月1日～平成21年 3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

140,000 

百万円

10,500

百万円

10,500

百万円 

7,300 

円銭

57.39

今回発表予想（Ｂ）  135,000 10,200 11,000 7,500 58.99

増減額（Ｂ－Ａ） △5,000 △300 500 200 ―――

増減率（％） △3.6 △2.9 4.8 2.7 ―――

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
129,047 12,978 12,850 8,302 65.25
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4. その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 
法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環
境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使
用した将来の業績予想やタックス･プランニングを利用する方法によっております。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 
たな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 18 年 7 月 5 日 企業会計
基準第 9号）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益
性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。なおこれによる損益に与える影響は
軽微であります。 
「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 
第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（企業会計基準委員会 平成 18 年 5 月 17 日 実務対応報告第 18 号）を適用し、連結決算上必要な修
正を行っております。なおこれによる損益に与える影響は軽微であります。 
「リース取引に関する会計基準」の適用 
「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 5 年 6 月 17 日 最終改正平成 19 年 3

月 30 日 企業会計基準第 13 号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員
会 平成 6年 1 月 18 日 最終改正平成 19 年 3 月 30 日 企業会計基準適用指針第 16 号）を第 1四半期連
結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に
係る方法に準じた会計処理によっております。また所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー
ス資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用し
ております。なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に
ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。なおこれによる
四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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（単位：百万円）
当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部
　流動資産
　　現金及び預金 22,799 22,202
　　受取手形及び売掛金 50,915 55,987
　　商品及び製品 17,231 14,007
　　仕掛品 19,158 17,486
　　原材料及び貯蔵品 10,541 8,454
　　繰延税金資産 3,635 3,550
　　短期貸付金 3,078 3,234
　　その他 5,052 4,847
　　貸倒引当金 △1,512 △2,254
　　流動資産合計 130,900 127,516
　固定資産
　　有形固定資産
　　　建物及び構築物（純額） 9,927 10,234
　　　機械装置及び運搬具（純額） 3,933 3,170
　　　土地 19,878 20,119
　　　リース資産（純額） 113 -
　　　建設仮勘定 2,359 1,344
　　　その他（純額） 1,449 1,282
　　　有形固定資産合計 37,661 36,151
　　無形固定資産 666 736
　　投資その他の資産
　　　投資有価証券 8,657 8,439
　　　繰延税金資産 1,783 1,808
　　　その他 3,386 4,128
　　　貸倒引当金 △736 △1,376
　　　投資その他の資産合計 13,090 13,000
　　固定資産合計 51,419 49,888
　資産合計 182,319 177,404

５. 【四半期連結財務諸表】
　(1)　【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）
当第２四半期連結会計期間末

(平成20年９月30日)
前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部
　流動負債
　　支払手形及び買掛金 35,306 35,484
　　短期借入金 21,467 19,638
　　リース債務 38 -
　　未払金 4,361 3,936
　　未払法人税等 4,317 4,804
　　繰延税金負債 42 39
　　引当金 1,570 1,649
　　割賦利益繰延 1,776 1,741
　　その他 5,858 5,540
　　流動負債合計 74,739 72,834
　固定負債
　　長期借入金 7,026 8,925
　　リース債務 111 -
　　繰延税金負債 208 205
　　再評価に係る繰延税金負債 2,804 2,804
　　退職給付引当金 4,574 4,442
　　負ののれん 33 109
　　その他 563 592
　　固定負債合計 15,320 17,079
　負債合計 90,060 89,914
純資産の部
　株主資本
　　資本金 13,021 13,021
　　資本剰余金 16,869 16,869
　　利益剰余金 63,428 58,782
　　自己株式 △2,164 △2,108
　　株主資本合計 91,155 86,565
　評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金 828 619
　　繰延ヘッジ損益 △4 △8
　　土地再評価差額金 △68 △68
　　為替換算調整勘定 16 116
　　評価・換算差額等合計 772 658
　少数株主持分 331 266
　純資産合計 92,259 87,490
負債純資産合計 182,319 177,404
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）
当第２四半期連結累計期間

     (自　平成20年４月１日
      至　平成20年９月30日)

売上高 87,867
売上原価 66,642
割賦販売利益繰延前売上総利益 21,224
　割賦販売未実現利益戻入額 390
　割賦販売未実現利益繰入額 425
売上総利益 21,190
　販売費及び一般管理費 12,721
営業利益 8,468
営業外収益
　受取利息 144
　割賦販売受取利息 210
　受取配当金 217
　負ののれん償却額 8
　為替差益 266
　その他 255
　営業外収益合計 1,102
営業外費用
　支払利息 484
　その他 40
　営業外費用合計 524
経常利益 9,046
特別利益
　固定資産売却益 7
　子会社株式売却益 244
　投資有価証券売却益 0
　貸倒引当金戻入額 638
　債務保証損失引当金戻入額 0
　特別利益合計 893
特別損失
　固定資産除売却損 13
　減損損失 4
　投資有価証券評価損 1
　貸倒引当金繰入額 0
　特別損失合計 19
税金等調整前四半期純利益 9,920
法人税、住民税及び事業税 4,189
法人税等調整額 88
法人税等合計 4,278
少数株主利益 48
四半期純利益 5,593
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
     (自　平成20年４月１日
      至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前四半期純利益 9,920
　減価償却費 1,199
　減損損失 4
　負ののれん償却額 △8
　子会社株式売却損益（△は益） △244
　貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,373
　退職給付引当金の増減額（△は減少） 65
　割賦利益繰延の増減額（△は減少） 34
　受取利息及び受取配当金 △361
　割賦販売受取利息 △210
　支払利息 484
　為替差損益（△は益） △2
　投資有価証券売却益 △0
　投資有価証券評価損 1
　固定資産除売却損益（△は益） 5
　売上債権の増減額（△は増加） 4,651
　たな卸資産の増減額（△は増加） △8,342
　仕入債務の増減額（△は減少） 203
　その他 954
　小計 6,979
　利息及び配当金の受取額 363
　割賦販売受取利息の受取額 168
　利息の支払額 △485
　法人税等の支払額 △4,529
　営業活動によるキャッシュ・フロー 2,495
投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の増減額（△は増加） 97
　有形固定資産の取得による支出 △2,795
　有形固定資産の売却による収入 27
　投資有価証券の売却による収入 20
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 2,621
　その他 △65
　投資活動によるキャッシュ・フロー △93
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額（△は減少） 308
　長期借入れによる収入 162
　長期借入金の返済による支出 △712
　自己株式の取得による支出 △62
　自己株式の処分による収入 7
　配当金の支払額 △1,144
　財務活動によるキャッシュ・フロー △1,442
現金及び現金同等物に係る換算差額 △265
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 694
現金及び現金同等物の期首残高 22,035
現金及び現金同等物の四半期末残高 22,729
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

（4）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

（5）セグメント情報 

  【事業の種類別セグメント情報】 

    当第 2 四半期連結累計期間（自平成 20 年 4 月 1 日 至平成 20 年 9 月 30 日） 

     当社及び連結子会社の事業は、建機事業並びにこれらの付随業務の単一事業であります。 

    従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載は省略しております。 

  【所在地別セグメント情報】 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日）       （単位：百万円） 

 
日 本 ヨーロッパ

そ の 他 の

地 域
計 

消 去 又 は

全 社
連 結

売 上 高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 

60,933

13,053

15,654

9,978

11,279

108

 

87,867 

23,141 

－

 （23,141）

87,867

－

計 73,987 25,633 11,388 111,008  （23,141） 87,867

営 業 利 益 6,903 1,224 654 8,782  （   314） 8,468

（注）1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   2. 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   （1）ヨ ー ロ ッ パ･･････ドイツ、オランダ 

   （2）その他の地域･･････米国、韓国他 

  【海外売上高】 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日） （単位：百万円）

  ヨーロッパ 北米 その他の地域 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 15,283 9,959 20,938 46,182 

Ⅱ 連 結 売 上 高 － － － 87,867 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合(%) 
17.4 11.3 23.9 52.6 

（注）1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   2. 各区分に属する主な国又は地域 

   （1）ヨ ー ロ ッ パ･･････ドイツ、オランダ、イギリス他 

   （2）北 米･･････米国、カナダ 

      （3）その他の地域･･････アラブ首長国連邦、サウジアラビア、オーストラリア他 

   3. 海外売上高は、当社及び本邦に所在する連結子会社の輸出高並びに本邦以外の国に所在する連結子会社   

     の売上高の合計額（ただし、連結会社間の内部売上高は除く）であります。 

 

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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〔参考資料〕 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）中間連結損益計算書 

(単位:百万円)

前中間連結会計期間 

(自 平成19年4月 1日

至 平成19年9月30日）
科 目 

金 額 

Ⅰ 売 上 高 81,807

Ⅱ 売 上 原 価 

割賦販売利益繰延前売上総利益 

未経過割賦販売利益戻入 

未経過割賦販売利益繰入 

61,485  

20,322  

304  

574

売 上 総 利 益 20,052

Ⅲ 販売費及び一般管理費 11,999

営 業 利 益 8,052

Ⅳ 営 業 外 収 益 

受 取 利 息 

割 賦 販 売 受 取 利 息 

受 取 配 当 金

負 の の れ ん 償 却 額

そ の 他 

604

167

253

75

19

88

Ⅴ 営 業 外 費 用 

支 払 利 息 

そ の 他 

408

   350

     57

経 常 利 益 8,249

Ⅵ 特 別 利 益 394

Ⅶ 特 別 損 失 36

税金等調整前中間純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額 

少 数 株 主 利 益 

8,607  

3,359  

△227

27

中 間 純 利 益 5,447  
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（２）（要約）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 

(自 平成19年4月 1日 

   至 平成19年9月30日）
科    目 

金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  8,607 

  減 価 償 却 費  829 

  減 損 損 失  26 

  負 の の れ ん 償 却 額  △ 19 

  貸 倒 引 当 金 の 減 少 額  △ 713 

  退 職 給 付 引 当 金 の 減 少 額  △ 141 

  未 経 過 割 賦 販 売 利 益 の 増 加 額  270 

  受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金  △ 243 

  割 賦 販 売 受 取 利 息  △ 253 

  支 払 利 息  350 

  為 替 差 損 益  41 

  投 資 有 価 証 券 売 却 益  △ 40 

  固 定 資 産 除 売 却 損 益  8 

  売 上 債 権 の 減 少 額  1,313 

  た な 卸 資 産 の 増 加 額  △ 4,470 

  仕 入 債 務 の 増 加 額  2,610 

  そ の 他  △ 440 

  小 計  7,735 

  利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額  245 

  割 賦 販 売 受 取 利 息 の 受 取 額  173 

  利 息 の 支 払 額  △ 347 

  法 人 税 等 の 支 払 額  △ 3,349 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,457 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

  定期預金の預入及び払出しによる収支  △ 223 

  投資有価証券の取得による支出  △ 264 

  投資有価証券の売却による収入  540 

  有形固定資産の取得による支出  △ 3,279 

  有形固定資産の売却による収入  17 

  そ の 他  △ 275 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,485 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

  短 期 借 入 金 の 純 増 減 額  △ 3,572 

  長 期 借 入 に よ る 収 入  1,598 

  長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出  △ 1,146 

  長 期 預 り 金 の 払 戻 に よ る 支 出  △ 122 

  自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出  △ 202 

  自 己 株 式 の 処 分 に よ る 収 入  7 

  配 当 金 の 支 払 額  △ 891 

  少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額  △ 7 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △ 4,337 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 89 

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △ 3,275 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 23,520 

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 20,245 
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（3）セグメント情報 

 【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自 平成 19 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円）

 建機事業
空気圧機器

事 業

そ の 他

事 業
計 

消去又は

全 社
連 結

売 上 高  

（1）外 部 顧 客 に 対 す る 売 上 高 79,028 1,514 1,263 81,807 - 81,807

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 - 2 59 61 （ 61） -

計 79,028 1,516 1,323 81,868 （ 61） 81,807

営 業 費 用 70,806 1,396 1,345 73,547 （ 63） 73,484

未経過割賦販売利益戻入 304 - - 304  - 304

未経過割賦販売利益繰入 574 - - 574  - 574

営 業 利 益 7,952 120 △ 21 8,050  1 8,052

（注） 1. 事業の区分は、製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に

よっております。 

 2. 各事業の主な製品 

 （1） 建 機 事 業 …… 建設用クレーン、車両搭載型クレーン、高所作業車、部品、修理、中古車他

 （2） 空気圧機器事業 …… 小型ロボット用空気圧機器他 

 （3） そ の 他 事 業 …… 自動車用部品他 
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 【所在地別セグメント情報】 

前中間連結会計期間（自 平成 19 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円）

 
日 本 ヨーロッパ

そ の 他 の

地 域
計 

消 去 又 は

全 社
連 結

売 上 高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上高又は振替高 

61,075

10,957

12,475

7,971

8,256

70

 

81,807 

18,999 

－

 （18,999）

81,807

－

計 72,032 20,446 8,326 100,806  （18,999） 81,807

営 業 費 用 64,836 19,401 7,775 92,013  （18,529） 73,484

未経過割賦販売利益戻入 304 - - 304 - 304

未経過割賦販売利益繰入 574 - - 574 - 574

営 業 利 益 6,925 1,045 551 8,522  （   470） 8,052

（注）1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

（注）2. 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   （1）ヨ ー ロ ッ パ･･････ドイツ、オランダ 

   （2）その他の地域･･････米国、香港他 

 

 【海外売上高】 

前中間連結会計期間（自 平成 19 年 4 月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円）

  ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 12,316 24,554 36,870 

Ⅱ 連 結 売 上 高   81,807 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合(%) 

 

 15.1 

 

 30.0 

 

 45.1 

（注）1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

（注）2. 各区分に属する主な国又は地域 

   （1）ヨ ー ロ ッ パ･･････ドイツ、オランダ、イギリス他 

   （2）その他の地域･･････米国、サウジアラビア、アラブ首長国連邦他  

   3. 海外売上高は、当社及び本邦に所在する連結子会社の輸出高並びに本邦以外の国に所在する連結子会社   

     の売上高の合計額（ただし、連結会社間の内部売上高は除く）であります。 
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